






図 1 Bull’s eyeプラズモ
ニックチップの AFM 像 














取り組んできた1)。プラズモニックチップ上に形成する周期構造には, これまで1D(Line & Space)











いてレプリカに金属薄膜をTi, Ag, Ti, SiO₂の順に成膜した。膜厚はそれぞれ0.5 nm, 130±10 nm, 
0.5 nm, 20±5 nmであった。プラズモニックチップ表面は, 観察対象の試料に合わせてアミノ化, 
ビオチン化またはコラーゲンでコーティングした。プラズモニックチップ上における蛍光の観
察は, 正立落射蛍光顕微鏡を用いて行った。光源にはハロゲンランプまたは水銀ランプを , 
x10(NA : 0.30), x40(NA : 0.75)またはx100(NA : 0.95)の3種類の対物レンズとEM CCDカメラを用
いて蛍光を観察した。明視野像にはBFフィルターを, 蛍光像には蛍光色素の励起・発光波長に合





図 3 中心凹 1/2 周期(a)と中心凸 1/2 周期




わせてCy5フィルター(励起波長(Ex)：605-650 nm, 発光波長(Em)：670-715 nm), Cy3フィルター
(Ex：510-555 nm, Em：570-615 nm)またはGFPフィルター(Ex：460-480 nm, Em：495-540 nm)を使
用した。 
【結果と考察】乳癌細胞上に発現した2種類の膜タンパク質(EGFR, EpCAM)を励起・発光波長の
異なる2種類の蛍光標識(それぞれAlexa 488, APC)抗体で染色し, GFPおよびCy5フィルターによ
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